
小樽商科大学 卒業論文 （昭和30年度）

年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和30 511 原価管理(Cost Accountant's Handbook より)-報告書、分析及び管理-
昭和30 512 固定資産再評価論

昭和30 513
損益分岐点論　-損益分岐点に関する一考察、並びにそれをめぐる諸問題
-

昭和30 514
監査(株主)の為の会計理論と公認会計士監査の本質(貸借対照表を中心
として)

昭和30 515
鉱山企業における減価償却の問題点　-ディプリーション概念の吟味とディ
プリーション・アローワンスの本質の考察を中心として-

昭和30 516 ペイトン教授の「ビジネス・エンティティー」観
昭和30 517 予算原価と標準原価
昭和30 518 後入先出法に関する一考察
昭和30 519 標準原価の本質と構造に関する若干の考察
昭和30 520 剰余金の根本問題　-剰余金峻別の問題-
昭和30 521 直接原価計算と期間損益計算
昭和30 522 「税法」と「企業会計原則」とに関する一考察　-その剰余金論を中心として
昭和30 523 企業会計、特に損益計算と原価計算の関連性について
昭和30 524 「経営分析」　本邦諸表分析を中心として
昭和30 525 資本剰余金に就いての一考察　-特に保険差益を中心として-
昭和30 526 損益計算論　-期間損益の把握について-
昭和30 527 減価償却の機能
昭和30 528 損益計算における当期業績主義
昭和30 529 暖簾の本質に関する一考察
昭和30 530 管理会計と標準比較分析
昭和30 531 原価管理論
昭和30 532 標準比率分析　-経営管理との関連について-
昭和30 533 損益計算原則論　-発生主義及び実現主義の原則についての一考察-
昭和30 534 発生主義をめぐる問題点
昭和30 535 再評価剰余金の地位に関する一考察
昭和30 536 原価と操業
昭和30 537 直接原価計算を論ず
昭和30 538 実現主義についての一考察
昭和30 539 予算統制序論　-企業予算編成の基礎に関する二・三の考察-
昭和30 540 貨幣的理論と景気循環
昭和30 541 ライト「資本主義」について
昭和30 542 ケインズ「雇用、利子、及び貨幣の一般理論」について
昭和30 543 雇用、利子及び貨幣の一般理論に関する若干の覚書
昭和30 544 ケインズ体系の方法論的考察
昭和30 545 資本制蓄積とその影響
昭和30 546 ピグー「厚生経済学」の考察
昭和30 547 J.ロビンソンに於ける長期均衡と恒常的成長
昭和30 548 古典派雇用理論とケインズ雇用理論をめぐる若干の問題点
昭和30 549 「蜂の寓話」とマンドヴィル
昭和30 550 アジア地域経済開発論
昭和30 551 ケインズ利子論覚書

昭和30 552
シュムペーター著　“理論経済学の本質と主要内容”に於ける均衡概念に
ついて

昭和30 553 ケインズ経済学における貯蓄、消費及び乗数の理論
昭和30 554 マックス・ウェバー研究
昭和30 555 資本主義体制の動向分析に関する覚書　-シュムペーター批判を中心に-
昭和30 556 景気循環と投資　-A.H.ハンセンの所説を中心として-
昭和30 557 厚生経済学の系譜と方向
昭和30 558 長期停滞理論に関する一考察
昭和30 559 独占理論の研究　-クールノーの理論を中心として-
昭和30 560 日本貿易の問題点
昭和30 561 計画経済論の前提の吟味
昭和30 562 恐慌理論の研究
昭和30 563 日本経済の実証的分析　-貿易を中心として-
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昭和30 564 ルンドベリーの継起模型について
昭和30 565 経済恐慌に関する若干の考察

昭和30 566
シュムペーターの見たケインズ経済学　-「経済分析の歴史」第五部第五章
全訳-

昭和30 567 日本経済の特質と人口要因
昭和30 568 成長の経済学　-M.アブラモヴィツの論文の抄訳とコメント-

昭和30 569
近代経済学に於ける景気理論　-加速度原理と乗数理論の綜合を中心と
する景気循環理論に関する一考察-

昭和30 570 経済発展の計画論的研究　-ハロッド及びドマール理論とその周辺-
昭和30 571 経済循環と資本蓄積　-ハロッド及ドマールの所説をめぐって-
昭和30 572 経済成長理論に於ける沈滞認識　-ハロッド・ドマールの所論を中心として-
昭和30 573 明治初期に於ける日本経済の実証的考察
昭和30 574 経済学に於ける数学
昭和30 575 「社会保障の経済理論」のために
昭和30 576 「国際収支調整政策」-J.E.ミードの諸説紹介-
昭和30 577 国際通貨としてのポンドと交換性回復
昭和30 578 東南アジアの諸特性と我国の貿易政策
昭和30 579 後進低開発国に関する一般理論とインド経済発展問題
昭和30 580 世界経済とアメリカの役割
昭和30 581 ドル不足と日本貿易
昭和30 582 ドル不足
昭和30 583 国際カルテルに関する若干の考察
昭和30 584 我国の貿易について

昭和30 585
E.ステーレーの「後進国の将来」より抄訳　-後進国の制度的変化とその経
済開発を堯って-

昭和30 586 ブレトンウッズ協定に関する基本構想　-歴史的経験の考察-
昭和30 587 GATTをめぐる世界貿易の諸問題
昭和30 588 日本貿易の現状分析
昭和30 589 J.E.ミード著　経済同盟の諸問題
昭和30 590 国際的不均衡の問題点　-ドル不足について-
昭和30 591 為替管理の一研究　-現行為替管理制度及びその問題点についての覚書
昭和30 592 アメリカ合衆国の通商政策　-第二次大戦後の動向と展望-
昭和30 593 海洋自由論の進展に伴う海運同盟新秩序樹立の要請
昭和30 594 我国の中国及び東南アジア貿易に関する一考察
昭和30 595 我国貿易の問題点と対策
昭和30 596 C.I.F.契約に於ける賣人義務と買人義務について

昭和30 597
戦後に於ける米国の国際経済政策　R.P.マイクゼル著「米穀の経済政策と
国際的諸関係」より要約

昭和30 598 戦後の日本貿易の推移と今後の進むべき方向
昭和30 599 日本貿易の当面する諸問題
昭和30 600 船会社に対する損害貨物の求償
昭和30 601 信用創造の限界　-その推定方法について-
昭和30 602 インフレーションについての一考察　-主として貨幣論的立場から
昭和30 603 不況と投資
昭和30 604 近代経済に於ける完全雇用問題　-ハンセン財政政策を中心とした研究-
昭和30 605 信用における一面　-商業信用と銀行信用-
昭和30 606 恐慌論に関する一考察
昭和30 607 近代的信用理論の展開
昭和30 608 経済循環過程に於ける財政　-特に政府用役評価基準について-
昭和30 609 我国金融の一性格
昭和30 610 通貨論争に於けるトゥークの貨幣観について
昭和30 611 利子理論の史的発展過程に於ける一観察
昭和30 612 国内及び国際均衡と為替政策
昭和30 613 貯蓄と投資
昭和30 614 価格分析より所得分析への道　ケインズの方法
昭和30 615 ケインズ利子理論に関する若干の批判的考察
昭和30 616 心理学的要因の広告効果に及ぼす影響に就いての一考察
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昭和30 617
パブリック・リレーションズの本質に関する研究　-新しき企業経営の在り方
と関連して-

昭和30 618 資金調達論　-企業経営における資金計画-
昭和30 619 中小企業の金融問題　-その対策を中心として-
昭和30 620 商品計画の概観　-商品化研究の基礎的考察を中心として-
昭和30 621 機能と費用の観点より見た商業広告
昭和30 622 広告効果測定に関する一考察
昭和30 623 日本資本主義と中小工業問題
昭和30 624 広告媒体を中心とした広告論
昭和30 625 市場分析の機能　-分析方法を中心としての考察-
昭和30 626 百貨店法をめぐる一考察
昭和30 627 "Out Line of Marketing. By E. Hugh" 一部紹介
昭和30 628 販売計画の面より販売管理の合理化につき論ず
昭和30 629 最近の中小企業問題の一考察　-金融と組織化-
昭和30 630 マス・コミュニケーションの面から見た「商業広告効果論」
昭和30 631 価格政策緒論
昭和30 632 我国の商業放送の若干の問題
昭和30 633 経済成長に関する一考察
昭和30 634 資本蓄積と経済恐慌
昭和30 635 銀行流動性理論序説

昭和30 636
中国に於る社会主義的資金蓄積について　-新民主主義経済の資金の形
成と利用-

昭和30 637 国際資本移動とその経済的効果についての歴史的考察
昭和30 638 後進国に於ける資本輸入
昭和30 639 アメリカ金融資本の特質
昭和30 640 我国における近代的金融制度の成立
昭和30 641 インフレーションと生産復興
昭和30 642 後進国開発をめぐる三つの議論
昭和30 643 北海道農業の封建制と農地改革　-美瑛町に於ける調査報告-
昭和30 644 各社会形態に於ける人間関係の問題　-その歴史的考察-
昭和30 645 リニヤー・プログラミングと利益図表
昭和30 646 Linear Programming の一般的性格について
昭和30 647 経営に於ける損益分岐点の問題
昭和30 648 多角的決済制度研究
昭和30 649 国際経済機構論　-J.J.ポーラックを中心として-
昭和30 650 国際貿易と経済発展に就いて

昭和30 651
自由貿易と保護貿易　F.W.タウシッグ「自由貿易・関税及び互恵主義」を中
心として

昭和30 652
J.ノイマン、O.モルゲンシュテルン共著　「ゲームの理論と経済行為」　第一
編　経済学の問題の定型化

昭和30 653 標本調査法（サンプリングについて）
昭和30 654 海上保険に於ける危険の変動に就いて
昭和30 655 戦争と海上保険
昭和30 656 海上保険に於ける損害防止義務並に費用
昭和30 657 保険契約に於ける告知義務違反を論ず
昭和30 658 海上保険に於ける衝突責任と保険者の填補責任について
昭和30 659 共同海損について
昭和30 660 株式会社発起人の研究
昭和30 661 代理論
昭和30 662 約款法の理解
昭和30 663 株式会社の取締役員の義務について
昭和30 664 所有権の支配的作用と株主
昭和30 665 新株引受権に関する商法改正と改正後の諸問題
昭和30 666 マーチャンダイジング論考
昭和30 667 公・私企業のトップマネジメント
昭和30 668 原価管理に関する一考察
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昭和30 669
利益管理論における二つの問題点　-経営方針と利益計画及び販売費管
理について-

昭和30 670 経営予算統制に於ける統禦的機能
昭和30 671 公益企業における公正報酬について
昭和30 672 株式に関する若干の考慮
昭和30 673 経営財務論の展望
昭和30 674 封建的土地所有の解体と農民層分解
昭和30 675 イギリス革命とクェーカーズ
昭和30 676 日本農業における資本主義の発展　-二つの道をめぐって-
昭和30 677 徳川封建制に於ける階級闘争
昭和30 678 ルカーチ文学論
昭和30 679 リカードウ価値論の研究　-歴史科学としての経済学におけるその地位-
昭和30 680 ロシヤ・ブルジョアジーの形成過程　-資本主義成立過程の一考察-
昭和30 681 小林秀雄論
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